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１．策定の趣旨 

  このアクションプランは、市川市みどりの基本計画に定める将来像である「潤いと安

らぎあふれる緑豊かなまち」の実現に向けて、基本方針にそった施策の展開を具体的に

どのように進めていくのか、何から推進していくのかについて実施期間やプランの具体

的な項目を明らかにし、実行するために策定するものです。 

 

２．位置付け 

  市川市総合計画、市川市都市計画マスタープランを受けて策定された市川市みどりの

基本計画を具現化していくためのプランであり、みどりの基本計画の基本方針に基づき

将来像を実現していく道すじを示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

みどりの基本計画基本方針 

１．生態系に配慮して地域の緑を守り活用します 

２．魅力ある都市公園を創出します 

３．公共施設の緑を増やします 

４．民有地の緑を増やします 

５．水と緑のネットワークを形成します 

６．緑のパートナーシップを推進します 

アクションプラン 

による施策の推進 

・市川市環境基本計画 

・市川市景観基本計画 

・その他の関連計画 

市川市みどりの基本計画 

第 2 次アクションプランの基本的な考え方 

市川市みどりの基本計画将来像 

潤いと安らぎあふれる緑豊かなまち 

将来像の実現 
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３．これまでの経緯 

 平成１６年３月に策定された「市川市みどりの基本計画」では、将来像である「潤いと

安らぎあふれる緑豊かなまち」を実現するため、６２の施策によって緑の保全及び緑化の

推進を進めることとしています。この基本計画の実施計画である第１次アクションプラン

は、平成１７年度から平成２１年度までの５ヵ年を推進期間として、１０の施策（事業）

について実施計画を策定し進めてきました。 

そこで、この基本計画における施策の検証を行うため、平成２２年度に第１次アクショ

ンプランの評価を行うとともに、市内の緑被率及び緑量調査を実施しました。 

第１次アクションプランの評価では、評価 A（達成）が４事業、評価 B（概ね達成）が

４事業、評価 C（未達成）が２事業という結果となりました。また、緑量調査では、概ね

基本計画の目標どおり緑の確保が進んでいましたので、平成２７年の中間年次までは基本

計画の見直しは行わず、第 2 次アクションプランを策定し事業を推進していくこととしま

した。 

なお、第１次アクションプランで終了していない事業（評価Ｂ及びＣ）については、第 2

次アクションプランまたは後述のリーディングプランに引継ぎ推進していきます。 

（第 1 次アクションプランの評価については、ホームページで掲載しています。） 

  

４．第２次アクションプランの考え方 

 第 1 次アクションプランでは１０の施策（事業）を推進してきましたが、第 2 次アクシ

ョンプランではさらに基本計画を推進するため、第 1 次で達成出来なかった施策を含む基

本計画の全ての６２の施策に関連する事業について具体的に効果や事業目標等をアクショ

ンプランとして策定し、多岐にわたる施策を総合的に推進していきます。 

第 2 次アクションプランの期間は、平成２３年度から平成２７年度までの 5 ヵ年としま

す。 

 

５．リーディングプランの推進 

 多岐にわたる施策の中から、平成２３年度から平成２７年度にかけて実施を予定してい

る事業に注目し、特に将来像を実現するために重点的・優先的に取組んでいく以下の事業

をリーディングプランとして抽出しました。 

 みどりの基本計画の中間目標年次である平成２７年度に向け、このリーディングプラン

を強く推進していくこととします。 

 

 リーディングプラン 

①北東部水と緑の回廊計画事業  ②国分川調節池上部活用事業 

③ガーデニング・シティ いちかわ（ソフト関係） 

④ガーデニング・シティ いちかわ（ハード関係） 

⑤小塚山公園整備拡充事業 ⑥国府台緑地整備事業 ⑦花と緑の活動への支援 

 

※１ ①⑤⑥については、第 1 次アクションプランからの引継ぎ事業になります。 

※２ ①～⑥については、市川市総合計画 第二次基本計画 第一次実施計画に位置づけ

られている事業であり、市として重点的、優先的に実施していくものです。 

※３ ⑦については、市民との協働により緑化の推進及び緑地の保全が図れる重要な事

業であり、市として積極的に推進していくものです。 
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みどりの基本計画   

アクションプラン 

・施策数 ６２施策 

・リーディングプラン 

・計画期間 

  平成２３年度 

～平成２７年度 

実   施 

・アクションプランに沿った施

策の実施 

見 直 し 

・事業内容等の見直し・改善 

点   検 

・進捗状況の確認 

 

Plan Do 

CheckAction

市川市 

みどりの基本計画 

６．今後の展開 

 

 アクションプランの実施には、計画（Ｐlan）、実施（Do）、評価（Check）、施策の見

直し（Ａction）のＰＤＣＡサイクルに基づく施策評価を行います。 

アクションプランの事業進捗状況の把握については、毎年調査票による調査を行い、

必要に応じて見直しを行いながら、みどりの基本計画の推進に努めていきます。特にリ

ーディングプランについては、最終年度には、本プランを実行したことによる効果の総

合的な点検と評価を行い、その結果については、外部委員（市川市緑の調査専門委員）

に報告するとともに意見、提言をいただきます。 
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市川市みどりの基本計画における施策の体系

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 基本方針４ 基本方針５ 基本方針６

生態系に配慮して地域
の緑を守り活用します

魅力ある都市公園を創
出します

公共施設の緑を増やし
ます

民有地の緑を増やしま
す

水と緑のネットワーク
を形成します

緑のパートナーシップ
を推進します

１）機能別のネットワークを形成する

  条例の制定 ③身近な小広場（ポケットパーク）等 ③大規模施設の緑の拠点づくり ③屋上や壁面への緑化の推進

①樹林地保全・活用評価システムの構築

１）樹林地を守り活用する

②緑の保全及び緑化の推進に関する　

１）公共公益施設の緑を増やす

①公共施設の緑化推進

②モデル緑化の推進

③樹林地保全協定による保全

④市民緑地の指定

⑤都市緑地による公有地化

⑥風致地区の維持

⑦緑地保全地区の維持

⑧社寺や文化財と一体となった緑の保全

⑨開発に伴う緑の確保

⑩植生管理計画の策定

２）巨木、クロマツを保全する

①保存樹・保存樹林の指定

②巨木等保存協定の締結

③クロマツの保全

３）水循環を保全・形成する

①水マスタープランの策定

②湧水地の保全

③河川環境の保全

④海辺の保全

４）農地を守り活用する

①市民農園の拡充

②生産緑地地区の保全・活用

③農業体験施設の利用支援

１）緑の基盤となる都市公園を増やす

①都市公園の配置、整備方針

②都市公園の用地確保

　の整備

２）都市公園の魅力を高める

①公園の再整備の推進

②自然環境を活かした都市公園の整備

③特色ある都市公園の整備

④安全・安心の公園整備

⑤ユニバーサルデザインの公園整備

④水循環に配慮した施設整備の推進

⑤生育環境に配慮した緑化の推進

⑥道路緑化の推進

２）緑の学校づくりを推進する

①学校の緑化の推進

②環境学習等の推進

１）緑あふれるまちづくりの推進

①住宅地の緑化の推進

②オープンガーデンの推進

④総合設計制度や地区計画等による

　緑化の推進

⑤緑地協定の推進

⑥商業・業務地の緑化の推進

⑦工場等の緑化の推進

①ビオトープネットワークの形成

②防災ネットワークの形成

④風の道づくりの推進

⑤桜ネットワーク整備構想の推進

③レクリエーションネットワークの形成

⑥大規模な公園緑地等のネットワーク

　の形成

１）緑と花に対する関心を高める

①啓発活動の推進

②緑と花のイベントの開催

④緑のトラスト運動の支援

⑤公園ボランティアへの支援

⑥「樹木１本、生垣１ｍ運動」の支援

①市民参加の公園・緑地づくり

②緑のリサイクル活動の推進

③市川市緑の基金の協力・支援

　ワーク化の推進

３）緑と花の活動への支援

将　来　像　　「　潤　い　と　安　ら　ぎ　あ　ふ　れ　る　緑　豊　か　な　ま　ち　」

③緑と花の講習会の充実

２）緑と花の組織（人）をつくる

①緑の調査専門委員の活用

②緑と花に関する市民団体のネット

③緑地の管理ボランティアの育成

④（仮称）緑の市民大学の設置
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リーディングプランの事業 

 

多岐にわたる施策の中から、平成２３年度から平成２７年度にかけて実施を 

予定している事業に注目し、特に将来像を実現するために重点的・優先的に取 

組んでいく以下の事業をリーディングプランとして抽出しました。 

   

①北東部水と緑の回廊計画事業 

②国分川調節池上部活用事業 

③ガーデニング・シティ いちかわ（ソフト関係） 

④ガーデニング・シティ いちかわ（ハード関係） 

⑤小塚山公園整備拡充事業 

⑥国府台緑地整備事業 

⑦花と緑の活動への支援 
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１．概要 

水と緑の回廊計画 

本市の北東部地域には、大町公園や大柏川第一調節池緑地などの公園・緑地をはじめ、多く

の社寺林等、後世に引継ぐべき貴重な緑の資源が多く残されています。 

「市川市北東部水と緑の回廊」は、これらの資源を守り豊かなものにしていくために、ネッ

トワーク（回廊）化を図り個々の資源から全体の資源へと価値を高め、散策を通じて市民をは

じめ多くの方々の心身の健康の増進を図ることを目的としています。 

 

 

２．フロー 

       

        

３．具体的な取組及びスケジュール 

 （１）北部ルート                       

  ①水と緑の回廊ルートの設定（平成 23 年度） 

  ②案内・誘導サイン設置場所の確認（平成２３～２４年度） 

③案内・誘導サインの設置（平成２５年度～平成２６年度） 

④パンフレットの作成（平成２６～27 年度） 

 駐車場、トイレ、休憩場所等の便益施設も記載します。 

 

スケジュール 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

①水と緑の回廊ルートの設定      

②案内・誘導サイン設置場所の確認      

③案内・誘導サインの設置      

④パンフレットの作成      

 

 

 

水と緑の回廊ルートの設定 

案内・誘導サインの設置 

パンフレットの作成 

基本ルートの完成 

①北東部水と緑の回廊計画事業 
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 （２）南部ルート 

 ①水と緑の回廊ルート設定（平成 24～２５年度） 

 ②案内・誘導サイン設置場所の確認（平成 25 年度） 

 ③案内・誘導サインの設置（平成２６～2７年度） 

 ④パンフレットの作成（平成２７～２８年度） 

 

スケジュール   

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

①水と緑の回廊ルートの設定      

②案内・誘導サイン設置場所の確認      

③案内・誘導サインの設置      

④パンフレットの作成     H28 年度まで

  

４．推進に関連する施策への効果  

１－１－８ 社寺や文化財と一体となった緑の保全 

   社寺、文化財等と一体となった樹林地の保全・活用に対する意識の醸成が図られます。 

 

５－１－６ 大規模な公園緑地等のネットワークの形成 

   散策や自然観察を通じて市民をはじめ多くの方々の心身の健康の増進が図られます。 
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１．概要 

 水辺の環境の保全を図り自然と触れ合える場を創造するため、国分川調節池の上部を 

有効活用し散策・休息する広場やスポーツ広場等を都市公園として整備します。 

 上部活用については市民が中心となって運営する「国分川調節池を育む会」で検討を行い、

維持管理を市民と市が協働で行う公園を目指します。 

 

 

 
 

２．フロー 
 
   

   

   

 
 
 

 

３．具体的な取組及びスケジュール  

  ① 国分川調節池を育む会の運営（整備内容、維持管理内容の検討） 

  ② 広場整備等実施設計 

③ 広場整備等工事 

 
 

スケジュール 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

① 国分川調節池を育む会の運営      

② 広場整備等実施設計  中池  管理棟 下池 

③ 広場整備等工事   中池  管理棟 

④ 維持管理業務      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②国分川調節池上部活用事業 

整備内容の検討 

維持管理内容の検討 

国分川調節池を育む会 

実施設計 整備工事 開園 
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４．推進に関連する施策への効果   

 

１－３－３ 河川環境の保全 

  自然環境に配慮した上部活用整備を行うことにより、市民の水辺環境への関心が高まり

ます。 

 

２－２－２ 自然環境を活かした都市公園の整備 

   洪水時に河川から洪水が流入する調節池であるため、その河川が本来有している多様性

に富んだ自然環境の保全・創出が図られ、自然環境学習の場として利活用できます。 

 

２－２－３ 特色ある都市公園の整備 

   自然環境や利用者ニーズ等の地域特性を踏まえた特色ある公園となり、自然環境学習の

場となるとともに、公園利用の促進につながります。 

 

３－１－３ 大規模施設の緑の拠点づくり 

 池、湿地、草地などを中心に緑あふれるビオトープ拠点およびレクリエーション拠点と

なり、地域の魅力創出につながります。 

 

６－３－１ 市民参加の公園づくり 

   利用者ニーズ等の地域特性を踏まえた特色ある公園となり、公園利用の促進につながり

ます。 
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１．概要 

 街を花や緑で満たすことにより、街全体が潤いと安らぎにあふれた快適で魅力ある美しい街を実

現するため、市民や事業者が気軽で身近に行える「ガーデニング」について、活動成果の発表の場

となる「ガーデニングコンテスト」及び「まちなかガーデニングフェスタ」（オープンガーデン）

を開催し、ガーデニングに取組む市民の増大を図ります。 

 また、市民や事業者を対象に募集した「ガーデニング・シティいちかわ サポーター」との協働

や地域交流の活性化なども図ります。 

 

  

 

２．フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．具体的な取組及びスケジュール  

  ①ガーデニングコンテスト、まちなかガーデニングフェスタの開催 

  ②見学者（意識の高揚、魅力発信）の増加 

③市民との協働体制の強化（サポーター増加） 

④参加者（コンテスト、オープンガーデン）の増加 

 

スケジュール 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

①まちなかガーデニングフェスタの開催      

②見学者（意識の高揚、魅力発信）の増加      

③市民との協働体制の強化（サポーター増加）      

④参加者（オープンガーデン）の増加      

 

 

 

 

③ガーデニング・シティいちかわ（ソフト関係） 

ガーデニングコンテスト 

まちなかガーデニングフェスタの開催 

参加者の増加 

（コンテスト、オープンガーデン） 

見学者（意識の高揚、魅力発信）の増加 

市民との協働体制の強化（サポーター増加）
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４．推進に関連する施策への効果   

４－１－２ オープンガーデンの推進 

「まちなかガーデニングフェスタ」の開催によりオープンガーデンの機会を提供することで、

ガーデニングに取組む人口が拡大するとともに、市民や事業者といった幅広い協働により、オ

ープンガーデンの増加を図り緑あふれる街づくりの推進につながります。 

 

 ６－１－１ 啓発活動の推進 

   花や緑に対する興味・関心を持つ市民が増加します。 

 

 ６－１－２ 緑と花のイベントの開催 

   ガーデニング人口の拡大と幅広い協働の推進を図ることで、緑あふれる街づくりにつなが

ります。 
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１．概要 

  街を花や緑で満たすことにより、街全体が潤いと安らぎにあふれた快適で魅力ある美しい

街づくりを目指す「ガーデニング・シティいちかわ」を実現するため、道路や駅前広場に花

壇の整備や草花・花木の植栽等を行います。 

 

２．フロー 

     

 

 

 

 

         

３．具体的な取組及びスケジュール  

  ①花壇の整備計画（平成２３年度～平成２４年度） 

②花壇整備（道路）（平成２３年度～平成２６年度） 

  国道 14 号、都市計画道 3.6.30 号、都市計画道 3.４.１８号 

③花壇整備（駅前広場）（平成２４年度～平成２７年度） 

  妙典駅、行徳駅、南行徳駅、京成八幡駅、市川駅、本八幡駅 

④各花壇の花植管理委託（平成２３年度～平成２７年度） 

 

スケジュール 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

①花壇の整備計画       

②花壇整備（道路）      

③花壇整備（駅前広場）      

④各花壇の花植管理委託      

 

  

４．推進に関連する施策への効果   

３－１－６ 道路緑化の推進 

  花と緑豊かな魅力ある空間を創設することによって、街全体が潤いと安らぎあふれた快適

で魅力ある美しい街づくりが推進されます。 

 

４－１－６ 商業・業務地の緑化の推進 

  花と緑豊かな魅力ある空間を創設することによって、街全体が潤いと安らぎあふれた快適

で魅力ある美しい街づくりが推進されます。 

 

 

④ガーデニング・シティいちかわ（ハード関係） 

花壇の整備計画 花壇整備 花植管理委託 
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１．概要 

 本市の北西部における水と緑のネットワークの中心となる「緑の拠点」づくりの一環とし

て、小塚山公園を堀之内貝塚公園と連携強化を図るとともに、都市における自然の減少、市

民の緑に対する関心の高まりに対応し、環境活動やレクリエーション、市川の原風景を有す

る特色のある地区公園として拡充整備します。 

 

 

 

 

２．フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．具体的な取組及びスケジュール  

  ①用地取得（平成２３年度～平成２４年度） 

  ②基本設計（平成２４年度） 

③実施設計（平成２５年度） 

④施設整備工事（平成２６年度～平成２７年度） 

⑤開園（平成２８年度以降） 

 

スケジュール 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

①用地取得      

②基本設計      

③実施設計      

④施設整備工事      

⑤開園     H28 年度以降

 

基本設計 

施設整備工事 

用地取得 

施設整備工事完成・開園

実施設計 

⑤小塚山公園整備拡充事業 
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４．推進に関連する施策への効果   

２－２－３ 特色ある都市公園の整備 

  自然とのふれあい、体験、学習、憩いの場として整備拡充し、地域の特性を活かした公園

づくりが図られ、公園利用が促進されるとともに、潤いと安らぎあふれる緑豊かなまちづく

りにつながります。 

 

５－１－６ 大規模な公園緑地等のネットワークの形成 

  ネットワーク上の「緑の拠点」として整備されることで、多様な生物の生育・生息地が確

保されるとともに、地域レベルでの市民の環境活動や学習などの拠点となります。 
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１．概要 

 本市の北西部における水と緑のネットワークの中心となる「緑の拠点」づくりの一環とし

て、自然的景観に優れた国府台緑地を保全・活用することにより、江戸川から堀之内貝塚公

園にいたる緑の資源の連続性を確保すると共に、周辺の公園・緑地とのネットワーク化を図

ることで、人と緑のかかわりを大切にし潤いと安らぎあふれる緑豊かなまちづくりに資する

ことを目的としています。 

 

 

２．フロー 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

        

３．具体的な取組及びスケジュール  

  ①用地取得（平成２３年度～平成２５年度） 

②基本・実施設計（平成２６年度～平成２７年度） 

③施設整備工事（平成２７年度以降） 

④施設整備工事完成（平成２８年度以降） 

 

 

スケジュール 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

①用地取得      

②基本・実施設計      

③施設整備工事      

④施設整備工事完成     H28 年度以降

 

 

 

⑥国府台緑地整備事業 

施設整備工事 

用地取得 

施設整備工事完成 

基本・実施設計 
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４．推進に関連する施策への効果   

２－２－２ 自然環境を活かした都市公園の整備 

既存の樹林地を保全・活用することにより、多様な生物の生育・生息地が確保されるとと

もに、地域レベルでの市民の環境活動や学習などの拠点となります。 

 

２－２－３ 特色ある都市公園の整備 

  地域の人々にも親しまれる、明るく、人が集う、生き物が豊かな里山としての再生が図ら

れます。 

 

５－１－６ 大規模な公園緑地等のネットワークの形成 

  北西部における水と緑のネットワーク化により、人と緑のかかわりを大切にし、潤いと安

らぎあふれる緑豊かな街づくりにつながります。 

 

６－３－１ 市民参加の公園・緑地づくり 

  ワークショップからの提言を参考にすることで、市民ニーズに合致した親しみの持てる公

園となり、公園利用の促進につながります。 
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１．概要 

 

財団法人市川市緑の基金が実施する緑化や緑地保全等の知識の普及と啓発や花と緑に関す

る市民活動への支援を推進することにより、市民との協働による花や緑に溢れた魅力的な地 

域の景観の創造と維持を目指します。 

（１） 花と緑の市民講座の開催 

（２） 市民活動への支援 

（３） 緑化助成 

 

 

２．フロー 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．具体的な取組及びスケジュール  

  ①事業実施計画の策定 

②実施 

（１）花と緑の市民講座 

（ⅰ）受講生の募集・決定 

（ⅱ）講座運営 

（２）市民活動への支援 

（ⅰ）支援活動団体募集 

（ⅱ）活動支援 

（３）緑化助成 

（ⅰ）助成金交付申請受付 

（ⅱ）助成金交付 

 

⑦花と緑の活動への支援 

①事業実施計画の策定 

②実施 

（ⅰ）受講生募集 

（ⅱ）講座運営 

（ⅰ）支援活動団体募集

（ⅱ）活動支援 

（２）市民活動への支援 （１）花と緑の市民講座 

（ⅰ）助成金交付申請受付

（ⅱ）助成金交付 

（３）緑化助成 

18



  

スケジュール（平成 23 年度・平成 24 年度） 

平成２４年度  平成２３年度

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 

①事業実施計画の作成      

②事業の実施      

（１）花と緑の市民講座募集・決定      

花と緑の市民講座運営      

（２）支援活動団体の募集・支援      

（３）緑化助成金交付      

   ※平成 25 年度以降は、平成 24 年度と同じサイクルで行います。 

 

４．推進に関連する施策への効果   

６－３－３ 市川市緑の基金の協力・支援 

   緑の基金の拡充と活性化が図られ、花と緑のまちづくりのための活動が促進され、潤い

と安らぎあふれた快適で美しい街づくりにつながります。 
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第 2 次アクションプラン 

 

 

  市川市みどりの基本計画の６つの基本方針に基づく６２の基本施策  

についての実施計画を掲載します。  
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市川市みどりの基本計画 第 2 次アクションプラン 

 

 市川市みどりの基本計画の６つの基本方針に基づく６２の基本施策を推進していく事業

について、アクションプランを下記のとおり定めます。なお、リーディングプランに定め

られている事業については、リーディングのマークが表示されています。 

 

 

 基本方針１ 

  生態系に配慮して地域の緑を守り活用します 

 

 １）樹林地を守り活用する 

 

①樹林地保全・活用評価システムの構築 

・民有樹林地について、植物の生育状況、活用のしやすさを示す傾斜度、緑のつながりと

まとまりを示す面積規模、周囲の土地利用及び市民の関わり度合い等を評価項目とし、

自然環境保全再生指針と連携を図り、「樹林地保全・活用評価システム」を構築します。 

・このシステムによる評価を行い、民有樹林地を保全・活用していくための方策に活用し

ます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

樹林地評価制度の構築 
500㎡以上の民有樹林地約27haを対

象に調査を行い、樹林地評価台帳とし

てまとめ、樹林地の買取や寄付の申出

があった際に樹林地評価会議で買取

や寄付受納の判断を行う。 

 

公平・公正かつ客観的、

効率的に早期に買取・寄付

受納の判断を行うことが

可能となり、緑地保全につ

ながる。 

平成 21 年度に樹林地評

価会議設置要綱を策定し、

樹林地評価制度を構築し

た。平成 22 年度には、樹

林地の寄付申出があり、本

制度により寄付受納を決

め、市有樹林地として残し

ていくことが出来た。 

樹林地評価制度の

運用 

 

②緑の保全及び緑化の推進に関する条例の制定 

・緑の保全・活用に関する手法等について、必要な事項を定める条例を制定します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

（仮称）市川市みどりの条例

の制定 
緑の保全及び緑化の推進に関する

施策を総合的、計画的に推進するため

必要な事項を定める条例を制定し、良

好な生活環境の確保を図る。 

 

緑豊かな都市環境の形

成につながり、健康で安全

かつ快適な市民生活の確

保が図られる。 

条例素案について、関係

課等との意見交換を行い、

検討している。 

・（仮称）市川市みど

りの条例（平成 25

年度） 

・認定林への看板設置

（平成 26 年度） 

・パンフレット等の作

成・配布（平成 26

年度） 
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③樹林地保全協定による保全 

・市と山林所有者の間で締結されている樹林保全に関する協定については、今後も継続し

ます。また、市街地内の屋敷林等について新たな指定の拡大を進めます。 

・近隣市や山林所有者等と連携して、都市近郊の樹林地が保全されるよう国や県に要望し

ます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

緑地保全に関する協定 
樹林地の保全のため、未協定樹林地

の所有者との協定締結を推進する。 
 

 

樹林地が保全されると

ともに、景観特性の維持や

生態系の保全等が図られ、

緑豊かで潤いのある良好

な都市環境の形成につな

がる。 

市 内 全 体 樹 林 地 

122.3ha 

 

協定樹林地面積 38．5ha 

協定者数 169 名 

目標協定樹林地面

積 0.5ha／年 

 

④市民緑地の指定 

・市民への開放や利用が望ましいとされる一定規模以上の樹林地は、地権者の協力のもと

に市民緑地として開放・活用します。 

・市民緑地等による樹林地の開放に際しては誰もが安心して利用できるよう、市民が主体

になって、安全性を十分に考慮した整備や維持・管理を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

市民緑地の指定 
都市緑地法に基づく市民緑地とし

て、土地所有者と契約し、開放・活用

していく。 

 

みどりの基本計画の目

標である緑地面積が増加

するとともに、市民が利用

出来る緑地が増加する。 

平成 22 年度末現在で、

市民緑地の指定はない。 

 

土地所有者の協力

を得ながら、順次市民

緑地の指定をしてい

く。 

 

⑤都市緑地による公有地化 

・民有樹林地としての保全が困難と判断されその樹林地が重要であると認められる場合に

は都市緑地等による公有地化を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

都市緑地等の公有地化 
都市計画緑地における未買収地の

取得を進めるとともに、その他良好な

民有樹林地については、買取又は寄付

により公有地化を進める。 

 

公有地化した樹林地を

継続的に維持管理してい

くことにより、生物多様性

への寄与が図られるとと

もに、二酸化炭素の吸収源

の保全、自然観察や環境学

習の場が確保される。 

・都市計画緑地における未

買収地：8箇所、約1.44ha 

・寄付の実績：27 箇所、約

3.37ha 

・都市計画緑地にける

未買収地の取得：4

箇所、約 0.88ha 

・民有樹林地の寄付：

3 箇所、約 0.33ha 
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⑥風致地区の維持 

・風致地区として指定されている５地区は、引き続き地区指定を維持し、緑化指導を充実

することによって緑が多い周囲の景観と調和する街並みを維持します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

風致地区の維持 
風致地区条例によって地区内での

建築物の高さや規模を抑えるなど、各

種の開発行為に対して一定の規制を

することによって緑にあふれた秩序

ある街並みを維持するものである。  

 

緑が多い周囲の景観と

調和する街並みが維持さ

れる。 

風致地区 

 ５地区 769ha  

【内訳】 

国府台風致地区 596ha  

大町風致地区  52ha 

八幡風致地区   54ha 

梨風苑風致地区   7ha 

法華経寺風致地区 60ha 

左記地区を維持する。

 

⑦（特別）緑地保全地区の維持 

・行徳近郊緑地特別保全地区（83ha）、緑地保全地区3 箇所（約2ha）は今後も指定を維持

します。 

・良好な自然環境を有する等の緑地保全地区に相当する樹林地は、土地所有者の同意を得

て、緑地保全地区の新たな指定に努めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

特別緑地保全地区の維持 
神社、寺院等の建造物等と一体とな

って文化的意義を有する緑地等を保

全するため、都市緑地法に基づき市内

3 地区を特別緑地保全地区に指定して

いる。 
また特に良好な自然環境を保全す

るため、首都圏近郊緑地保全法に基づ

き行徳近郊緑地特別保全地区を指定

している。 
 

文化的意義を有する緑

地や良好な自然環境を有

する緑地が将来にわたっ

て保全され、緑豊かな潤い

のある都市環境の保全に

つながる。 

特別緑地保全地区 

3 地区（2ha） 

【内訳】 

平田特別緑地保全地区 

0.7ha 

宮久保特別緑地保全地区 

0.6ha 

子の神特別緑地保全地区 

0.7ha 

行徳近郊緑地特別保全地

区 ：83ha 

左記の地区を維持し

ていく。 

 

⑧社寺や文化財と一体となった緑の保全 

・身近な社寺、文化財と一体となった樹木・樹林地を歴史と文化が学べる場として、保全、

活用します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

北東部水と緑の回廊計画事

業 
北東部には多くの社寺等が存在す

ることから水と緑の回廊として結び、

社寺林、歴史等を学べるようなパンフ

レットを作成し市民に水と緑の回廊

を散策していただく。 

 

社寺、文化財等と一体と

なった樹林地の保全・活用

に対する意識の醸成が図

られる。 

北東部水と緑の回廊計

画はルートがほぼ決定し

ている。 

北東部水と緑の回

廊のパンフレット作

成や、拠点での歴史、

文化の PR 看板等を設

置する。 
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⑨開発に伴う緑の確保 

・樹林地における宅地造成等の開発に対し自然環境への影響に配慮していくため、自然度

が高い部分の保全、もしくは代替環境の創出を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

開発に伴う緑の確保 
 
宅地開発条例により、共同住宅の開

発の場合、開発面積の１０～２０％の

既存樹林の保全又は新たな植栽によ

る緑地が確保される。 

また、3000 平方メートル以上の開発

の場合、開発区域の３％又は計画人口

１人当たり１平方メートルの都市公

園が創出される。 
 
 

 

緑地の保全と緑化の推

進により、緑豊かな市街地

環境が維持・形成される。

過去3年間の宅地開発件

数 ： 257 件（緑化面積約

2.13ha） 

【内訳】 

 平成 20 年度 

29 件（0.64ha） 

 平成 21 年度 

86 件（0.52ha） 

 平成 22 年度 

142 件（0.97ha） 

 過去3年間の宅地開発に

よる公園整備件数 

【内訳】 

 平成 20 年度 

0 件（   ―    ） 

 平成 21 年度 

1 件（145.09 ㎡） 

 平成 22 年度 

1 件（382.89 ㎡） 

 

 

⑩植生管理計画の策定 

・保全・活用の対象となった樹林地では、その特性及び活用内容に適合した植生管理を進

めていくために「この樹林地はこのような林に」という管理の方針を示した「（仮称）

植生管理計画」を市民とともに策定し、継続的な維持・管理の支援を行います。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

植生管理計画の策定 
主な樹林地について、その特性等に

適合した植生管理を進めていくため、

専門員により植生を調査し、その植生

について管理計画をまとめていく。 
 

緑地の植生に関して管

理方針が整理され、管理者

をはじめ市民ボランティ

アも適切な管理について

共通認識を持つことがで

きる。 

専門員による調査が終

了している。 

緑地の植生管理計

画を策定する。 
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２）巨木、クロマツを保全する 

 

①保存樹・保存樹林の指定 

・公有地及び社寺林の中で、景観上或いは文化財と一体となって歴史を伝える優れた樹木

や樹林については、都市の美観風致を維持するための樹木の保存に関する法律に基づき、

保存樹、保存樹林の指定を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

保存樹・保存樹林の指定 
民有地の樹木及び樹林地の中で、健

全でその樹容が美観上特に優れてい

るものについては、都市の美観風致を

維持するための樹木の保存に関する

法律に基づき、保存樹、保存樹林を指

定する。 
 

指定することにより所

有者は保存義務に努める

こととなり、樹木・樹林の

保全が図られ、良好な都市

環境の保全及び緑豊かな

街並み景観の向上につな

がる。 
 

・保存樹：１０本  

（クスノキ 8本、ヒマラ

ヤスギ 1 本、タブノキ 1

本、真間山緑地隣接地） 

・保存樹林：５箇所  

（約 2.17ha） 

【内訳】 

 梨風東緑地 

0.78ha 

曽谷緑地等 

  0.38ha 

 梨風緑地 

0.12ha       

大野緑地隣接地 

0.30ha 

大町公園隣接地 

0.59ha     

現状を維持する。 

 

②巨木等保存協定の締結 

・緑の少ない市街地等では、民有地や屋敷林に生育する巨木、クロマツを対象に、市の樹

木の保存等に関する協定の締結を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

巨木等保存協定の締結 
 

貴重な巨木や市の木であるクロマ

ツの保存・育成のため、所有者からの

申請に基づき協定を締結し保存する。 

対象 

・クロマツ：胸高幹周り、１５０ｃｍ

以上５５９本 

・クロマツ以外：胸高幹周り、３００

ｃｍ以上を基準１７４本 

        

協定を締結することに

より、樹木の保存が図ら

れ、良好な都市環境の保全

及び緑豊かな街並み景観

の向上につながる。 
 

158 本／733 本締結済。 

 

クロマツ 123 本／559 本 

クロマツ以外 35 本／174

本 

これらの巨木等保

存協定を２０本／年

度ペースで締結して

いく。 

 

③クロマツの保全 

・クロマツの所有者に対して、保全に向けた条件等の調査により、保全対策を進めます。 

・クロマツの病虫害については、薬剤散布等による支援を維持します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

クロマツの保全 
 市街地に生息しているクロマツ(幹

周り 60cm以上で登録されている松)を

害虫から守るため、年 1回害虫駆除を

実施。 

        

松くい虫を駆除するこ

とにより、クロマツを守

れ、延命が図られること

で、市の木であるクロマツ

の景観の保全が図られる。

クロマツ、約 3,500 本の

害虫駆除を実施。 

現在のクロマツを

保全するために、薬剤

散布等の支援を維持

していく。 
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３）水循環を保全･形成する 

①水マスタープランの策定 

・良好な水循環の再生に関わる新たな施策を総合的かつ体系的に推進することを目的とし

た「水マスタープラン」を策定します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

水マスタープランの策定 
良好な水循環の再生に係わる新た

な施策を総合的かつ体系的に推進す

るため、水マスタープランを策定す

る。 
 

水に関する施策を体系

的に推進することで、市民

の水環境保全への理解と

関心が高まる。 

関係課と素案について

の検討会を実施した。 

水マスタープラン

を策定する 

 

②湧水池の保全 

・市内に残る湧水地の状況について把握し、水源涵養の役割を果たす斜面樹林を保存樹林

等に指定する等により、湧水地を含めて一体的に保全します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

湧水地調査 
自然環境の現況把握の一環として随

時現地調査を行い、市内の生物多様性

の面から重要な湧水の状況を把握す

る。 

  

水源涵養の役割を果た

す樹林地等の把握が出来

る。 

平成 20 年度から 3 年間

にわたり河川遊水池等水

生生物生態調査を実施し、

大柏川流域の湧水の概況

を含めた市内水系の生物

生息状況に関する報告書

を作成した。 

平成 25 年度策定予

定の生物多様性地域

戦略に基づいて、随時

現地調査を実施する。

緑の条例による斜面樹林の保

全 
水源涵養の役割を果たす斜面樹林に

ついては保全すべき樹林に定め、その

保全につとめる。 
 

水源涵養だけでなく、洪

水被害の低減、景観向上、

ヒートアイランドの抑制

などが期待できる。 

条例制定にあわせて行

う事業であるため、指定作

業は進んでいない。 

条例制定にあわせ

て、指定および看板等

の設置を行う。 

 

③河川環境の保全 

・河川や調節池の水辺は、水域と陸域を結ぶエコトーンとして重要であり、瀬や淵等の多

様な河川形状と水辺植物の保全・再生を行なうとともに、市民が水辺に親しめる場とし

て活用します。 

・水と緑のネットワークの軸や拠点としての機能を担うため、市民に親しめる水辺として

保全・再生します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

国分川調節池上部活用事業 
 調節池内の自然復元を図り、また自

然とふれあう場の整備を図る。 

 

自然環境に配慮した上

部活用整備を行うことに

より、市民の水辺環境への

関心が高まる。 

平成 19 年度から国分川

調節池を育む会によって

検討を重ね、平成 21 年度

末に基本設計が完了した。 

市の全体整備予定

区域面積約 9.8ha の

うち、約 4.8ha の整備

並びに管理棟建設が

完了予定。工事を完了

した部分から市民に

開放。 

多自然川づくり 
 一級河川大柏川の浜道橋から鎌ケ

谷市境までの 1,621m の区間におい

て、下流部は河道内への水生植物によ

る自然環境の形成、上流部は土手のあ

る田園河川の復元をテーマに多自然

川づくりにより河道整備を進める。 
 

治水機能の確保を前提

に、多様な生物生息空間と

しての本来の河川の環境

を取り戻し、また都市内の

貴重な水辺のオープンス

ペースとしての景観軸と

し、ふるさとのシンボル空

間としての再生が図られ

る。 

河川拡幅用地 23,733 ㎡

のうち 22,969 ㎡（96.8％）

を取得し、護岸整備として

1,621ｍのうち 1,403ｍ

（86.6％）が完成してい

る。 

 また、橋梁架換は 8橋の

うち 7橋が完成している。 

一級河川大柏川の

浜道橋から鎌ケ谷市

境までの 1,621m の区

間についての河道整

備が完了する。 

リーディング
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④海辺の保全 

・臨海部は、環境学習の場となるような良好な自然環境を保全します。 

・三番瀬の周辺は、市民が海辺に親しめ、クロマツの名所となるような拠点づくりによる

里海を再生します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

塩浜地区整備事業 
 海辺の自然環境と調和する、多様な

機能を有する都市基盤整備を図る。 
 

海辺の自然環境を活か

した公園整備及び緑地整

備が図られ、魅力ある都市

景観が形成される。 

・土地区画整理事業認可取

得（「塩浜地区整備事業」

事業認可取得に向けて、

地権者組織との協働に

よる調査設計業務委託

を実施。 

・公共施設管理者等との協

議中。 

平成 27 年度に土地

区画整理事業が完了

予定。 

 

４）農地を守り活用する 

 

①市民農園の拡充 

・農業体験等の余暇やレクリエーションを楽しむことが市民に広く定着しつつあり、市民

のニーズに対応して、市民農園の更なる普及を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

市民農園の拡充 
 遊休農地を借り受け、市民農園とし

て整備・運営し、市民利用を図る。 

 

市民のレクリエーショ

ンの場を提供するととも

に、市民の農業への理解促

進、食育の推進等が図られ

る。 
 
 

市民農園 10 箇所（区画

数 1,003） 

農園数・区画数に関

しては現状維持を図

る。また農家自らが開

設する市民農園の普

及を図る。 

 

②生産緑地地区の保全・活用 

・農業と調和した良好な都市環境の形成を図るため、生産緑地法の規定に基づき、緑地機

能を有すると認められる農地については追加指定を進めます。 

・将来的にも緑地としての保全が必要なところについては、指定の解除の手続きがあった

場合には、公園の配置計画に基づき、公園や市民農園等への転換を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

生産緑地地区の保全・活用 
 優れた緑地機能を有する市街化区

域内の農地を計画的に保全するため、

生産緑地法及び本市運用方針に基づ

き指定する。 
 

市街化区域内の良好な

都市環境の形成が図られ

る。 

生産緑地指定 

 351 地区 

 103.43ha 

 

関係機関と連携を

図りながら、追加指定

する。 
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③農業体験施設の利用支援 

・民間が設置する体験農園、市民農園及び観光農園等について市の出版物やホームページ

等により、ピーアールします。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

農業体験施設の利用支援 
民間が設置する体験農園・市民農

園・観光農園等についてＰＲ活動を実

施する。 

 

農業経営基盤の強化や

市民の農業理解の促進並

びに食育の推進等が図ら

れる。 

随時実施 随時実施 
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 基本方針２ 

  魅力ある都市公園を創出します 

 

１）緑の基盤となる都市公園を増やす 

 

①都市公園の配置、整備 

・身近にある街区公園から、市民全体を利用対象とする総合公園まで、市民がいつでも都

市公園を利用できるよう適正な配置をします。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

都市公園の配置、整備 
 現状の公園の整備状況を把握し、整

備重点地区（一人当たりの公園面積 1

㎡/人以下の地区 八幡・中山・本八

幡駅前・信篤の 4 地区）を定めて、整

備を進める。 

 

各地区の公園整備量の

平準化が図られ、より多く

の市民が公園を利用でき

るようになる。 

市民一人当たりの公園

面積は 3.08 ㎡/人あるが、

市民一人当たりの公園面

積 1 ㎡/人以下の地区が 4
地区ある。 

市民一人当たりの

公園面積が１㎡/人以

下の地区の配置、整備

方針（案）の策定を行

う。 

 

②都市公園の用地確保 

・買収による確保を行うほか、借地方式や関連施設との一体整備、既設公園の統合・再編、

生産緑地の転換等により、都市公園の用地確保を推進します。 

・工場の移転等による跡地は、都市公園の用地としての活用も検討します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成 27 年度目標

都市公園の用地確保 
・地価が高い市街地において、借地

による公園用地の確保を積極的に

進める。 
・道路事業等の公共事業により生じ

た残地や、公拡法に基づく土地の

買取希望申出を活用する。 
 

身近な憩いの場や住民

のコミュニティ活動、子ど

もの遊び場等が確保され

るとともに、災害発生時に

は防災活動拠点や延焼防

止帯となる。 

都市公園数 

381 箇所 

全体面積 

146.36ha 

市民 1 人当りの公園面積

3.08 ㎡/人 

 

 

 

全体面積 

182.2ha 

市民 1 人当りの公園面積

3.85 ㎡/人 

 

③身近な小広場（ポケットパーク）等の整備 

・地域のシンボル及び地区住民の憩い、語らいの場として、住宅密集地や商業地等の道路

や川沿いに小広場（ポケットパーク）を整備します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

ポケットパークの整備 
道路や河川事業等の公共事業によ

り生じた残地を活用し、ポケットパー

クを整備する。 

 

地域のシンボル性及び

景観を高め、地域住民の憩

いと語らいの場が確保で

き、暮らしやすい都市環境

の形成につながる。 

 残地等が発生した際に

は、適宜ポケットパークと

して整備している。 

新たに残地等が発

生した場合、整備を推

進する。 
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２）都市公園の魅力を高める 

 

①公園の再整備の推進 

・子どもの多い地域では遊具を充実したり、高齢者の多い地域ではベンチ・花壇・芝生等

の憩いの場を充実する等、公園利用の多様化、高齢社会の到来、地域住民のニーズに適

した魅力ある公園として再整備を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

緑のリニューアル計画の策

定 
社会環境の変化に合わせて、既存の

公園のリニューアル計画を策定する。 
 

市民ニーズに合致した

親しみの持てる公園づく

りが図られ、公園利用の促

進につながる。 

行徳地区は緑のリニュ

ーアル計画を策定済み。 

行徳地区を除く「緑

のリニューアル計画」

を策定し、整備を進め

ていく。 

 

②自然環境を活かした都市公園の整備 

・貴重な動植物がみられる樹林地等、自然環境を有する公園では動植物等の生息・生育環

境の保全に配慮した整備を行います。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

自然環境を活かした都市公園

の整備 
樹林地などの自然環境を有した公園

緑地については、植生調査等を行い動

植物等の生息・生育に配慮した整備計

画を策定し、それに基づき整備を進め

る。 
  

 

自然とのふれあいの場

を整備することにより、自

然観察などの環境学習の

場が確保されると共に、精

神的リフレッシュの場と

して活用される。 

都市緑地の開設面積 

39.50ha 

(じゅん菜池緑地、北国

分第 1・2 緑地、若宮第

1・2緑地、曽谷緑地等) 

都市緑地の開設面積 
44.61ha 
（国府台緑地、北国

分第 5 緑地等) 

国分川調節池上部活用事業 
多様な生き物の生息空間となる内陸

湿地の復元を図る。 
 

 洪水時に河川から洪水

が流入する調節池である

ため、その河川が本来有し

ている多様性に富んだ自

然環境の保全・創出が図ら

れ、自然環境学習の場とし

て利活用できる。 

平成 19 年度から国分川

調節池を育む会によって

検討を重ね、平成 21 年度

末に基本設計が完了した。 

市の全体整備予定

区域面積約 9.8ha の

うち、約 4.8ha の整備

並びに管理棟建設が

完了予定。工事を完了

した部分から、市民に

開放。 

国府台緑地整備事業 
自然的景観に優れた国府台緑地の既

存の樹林地を保全・活用する。 
 

多様な生物の生育・生息

地が確保されるとともに、

市民の環境活動や学習な

どの拠点となる。 

 樹林地の現状を評価す

るため、植生、地形、貴重

な動植物の生息・生育環境

の調査を実施した。 

 樹林地の評価結果

を受け、緑地の整備を

進めていく。 
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③特色ある都市公園の整備 

・自然環境や利用者ニーズ等の地域特性を踏まえた特色ある公園づくりを推進するため、

専門家を交えた地域住民によるワークショップ方式等を活用した公園づくりを推進しま

す。 

・都市公園の新規整備やリニューアルの際に市川市の特色であるクロマツの植樹について

生育に適した環境の検討を踏まえたうえで推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

国分川調節池上部活用事業 
 地域住民のワークショップである国

分川調節池を育む会において、上部活

用の検討を行う。 
 

 

自然環境や利用者ニー

ズ等の地域特性を踏まえ

た特色ある公園となり、自

然環境学習の場となると

ともに、公園利用の促進に

つながる。 

平成 19 年度から国分川

調節池を育む会によって

検討を重ね、平成 21 年度

末に基本設計が完了した。 

市の全体整備予定

区域面積約 9.8ha の

うち、約 4.8ha の整備

並びに管理棟建設が

完了予定。工事を完了

した部分から、市民に

開放。 

国府台緑地整備事業 
国府台緑地の保全・活用について、

ワークショップ方式によって検討を重

ね、整備を行う。 
 

 

地域の人々にも親しま

れる、明るく、人が集う、

生き物が豊かな里山とし

ての再生が図られる。 

 市民参加のワークショ

ップの提言を参考として、

人と自然・人と人のふれあ

いが広がる「里山活動」を

テーマとした整備方針を

策定した。 

 国府台緑地整備方

針に基づき、整備を進

めていく。  

小塚山公園整備拡充事業 
自然環境や利用者ニーズ等の地域特

性を踏まえた特色ある公園づくりを、

地域住民の意見・要望を聞きながら整

備する。 
 

自然とのふれあい、体

験、学習、憩いの場として

整備拡充し、地域の特性を

活かした公園づくりが図

られ、公園利用が促進され

るとともに、潤いと安らぎ

あふれる緑豊かな街づく

りにつながる。 

 市民参加のワークショ

ップの提言を参考として、

環境活動、レクリエーショ

ン、市川の原風景等に着目

した整備方針を策定した。 

谷津地形等の自然

条件を活かした整備

を進めていく。 

 

④安全・安心の公園整備 

・公園内における犯罪の防止を図るため、見通しを確保するとともに照明等の付帯施設を

充実します。また、公共施設と一体となった公園づくりを進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

安全・安心の公園整備 
市民が安全・安心に利用できる公園

整備を行う。 

 

公園の安心・安全が確保

され、市民の公園利用の促

進が図られる。 

見通し確保(園灯設置・

下枝の剪定等) 18 公園 

 

見通し確保(園灯設

置・下枝の剪定) 37
公園 

 

⑤ユニバーサルデザインの公園整備 

・公園内の園路、トイレ、水飲み場等の施設を全ての人が気持ち良く利用でき、人々の憩

いの場となる公園整備を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

ユニバーサルデザインの公

園整備 
全ての公園を対象に都市公園の移

動等円滑化整備ガイドライン(国土交

通省)に基づいた施設のバリアフリー

化を行う。 

 

高齢者、障がい者等の移

動又は施設の利用上の利

便性及び安全性の向上が

図られる。 

入 口 段 差 解 消 

２９公園 
車椅子対応水飲み器設置 

１０公園 
多目的トイレの件数 
  １０公園 

入 口 段 差 解 消

３４公園 
車椅子対応水飲み器

設置 １５公園 
多目的トイレの件数 
   １０公園 
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 基本方針３ 

  公共施設の緑を増やします 

 

１）公共公益施設の緑を増やす 

 

①公共施設の緑化推進 

・児童遊園、住民サービス施設等の公共施設の緑化を推進します。 

・児童遊園は、状況に応じて拡張整備を行い都市公園として位置づけていくほか、新規の

整備を推進します。 

・市役所、公民館等人々が多く集まる公共施設の敷地については、緑化率を向上します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

公共施設緑化推進方針の策

定 
公共施設緑化推進方針を策定し、公

共施設の緑化率の向上を図る。 
 

市が積極的に緑化推進

することにより、市民の緑

化に対する啓発につなが

る。 

公共施設緑化推進方針

（素案）の策定中 

公共施設緑化推進

方針を策定し、各公共

施設の緑化を図る。 

 

②モデル緑化の推進 

・建築物の屋上・壁面緑化等の新しい技術による緑化手法を採用したり、パーゴラ、植え

込み等少ないスペースを有効に利用した、民有地緑化のモデルとなるような緑化を推進

します。 

・公共施設の生垣化、中高木の植栽、屋上壁面緑化・道路緑化の視点から、地域にふさわ

しい植栽、維持管理の方針となる｢（仮称）公共施設緑化推進方針｣を策定します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

公共施設緑化推進方針の策

定 
公共施設緑化推進方針を策定し、民

有地緑化のモデルとなる緑化を行う。 
         

市が積極的に緑化推進

することにより、市民の緑

化に対する啓発につなが

る。 

公共施設緑化推進方針

（素案）の策定中 

公共施設緑化推進

方針を策定し、モデル

的公共施設緑化を行

う。 

 

③大規模施設の緑の拠点づくり 

・江戸川第一終末処理場等、地域の拠点となる大規模な施設については、施設の上部や周

辺の緑化を推進します。 

・シンボル的な緑化、水辺環境に配慮した緑の拠点を創出します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

国分川調節池上部活用事業 
都市の広大なオープンスペースで

ある国分川調節池の上部を水と緑の

拠点として整備する。 
         

池、湿地、草地などを中

心に緑あふれるビオトー

プ拠点及びレクリエーシ

ョン拠点となり、地域の魅

力創出につながる。 

平成 19 年度から国分川

調節池を育む会によって

検討を重ね、平成 21 年度

末に基本設計が完了した。 

市の全体整備予定

区域面積約 9.8ha の

うち、約 4.8ha の整備

並びに管理棟建設が

完了予定。工事を完了

した部分から、市民に

開放。 
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④水循環に配慮した施設整備の推進 

・水マスタープランに基づき、良好な水循環の保全・形成を進めるため道路、公共施設等

の公共空間では、透水性舗装や敷地内緑化を行います。また、雨水貯留浸透施設の設置

を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

浸透施設設置の促進 
・市川市宅地における雨水の地下への

浸透及び有効利用の推進に関する条

例（H17.7.1 施行、通称市民あま水

条例）に基づく新築・増築建築物へ

の浸透施設設置の推進 

・助成金制度による既存建築物への浸

透施設設置の促進（H10 年度～） 

 

 土壌が潤い、地下水が涵

養され、良好な水循環の保

全・形成が図られる。 

・市民あま水条例 

  浸透桝 8,077 基 

浸透トレンチ 619ｍ 

・助成金制度 

浸透桝   237 基 

浸透トレンチ 116ｍ 

 

 

⑤生息環境に配慮した緑化の推進 

・身近な生き物の生息環境を確保していくため、公共施設に野鳥や昆虫等の生息環境を形

成する樹木の植栽やトンボ等が生息できる池等を整備して、生物多様性ネットワークの

一翼を担います。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

生息環境に配慮した緑化の

推進 
野鳥や昆虫等の生育環境を形成す

る樹木の植栽やトンボ等が生息でき

る池等を公共施設に整備する。 
 

生物多様性ネットワー

クの一翼を担い、さまざま

な動植物の生息、育成環境

がつくられる。 

江戸川河川敷にビオト

ープを整備し、近隣の小学

校が環境学習に活用して

いる。 
 

生物の生息環境に

なり得るビオトープ

の設置に努めていく。

公共施設緑化推進方針の策

定 
公共施設緑化推進方針を策定し、生

物の生息環境に配慮した公共施設緑

化を進めていく。 
 

生態系に配慮した公共

施設となり、市民の自然環

境に対する啓発につなが

る。 

公共施設緑化推進方針

（素案）の策定中 

公共施設緑化推進

方針を策定し、生物環

境に配慮した緑化を

図る。 

 

⑥道路緑化の推進 

・外かん道路のような幅員が広く市の都市軸となるような幹線道路は、植栽スペースを十

分に確保する等、沿道環境に配慮した植栽を進めます。 

・緑豊かな空間を形成するため、緑視効果の高い樹種の導入等により、ボリューム感のあ

る緑を創出します。 

・駅前広場には、シンボルツリーの植樹等を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

道路緑化の推進 
外環道路、都市計画道路の整備によ

り緑化空間を確保し、沿道環境に配慮

した植栽を進める。 

沿道環境、都市景観の向

上につながる。 

道路緑化における街路

樹の緑被率：1.9% 

外環道路、都市計画

道路 3.4.18 号の整備

により、道路緑化を推

進する。 

ガーデニング・シティ いち

かわ 
主要な道路や駅前広場に花壇の整

備や草花・花木の植栽等を行う。 

花と緑豊かな魅力ある

空間を創設することによ

って、街全体が潤いと安ら

ぎあふれた快適で魅力あ

る美しい街づくりが推進

される。 

平成 22 年度は計画検討

を行った。 

幹線道路に花壇を

順次設置していくと

ともに、適切な維持管

理を行い、道路緑化を

推進する。 
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２）緑の学校づくりを推進する 

 

①学校の緑化の推進 

・小中学校を地域の緑の核とし、屋上や壁面の緑化、校庭の緑化、生垣や花壇の設置、緑

に囲まれた通学路の整備等を進めます。 

・緑化に当たっては、子どもたちの思い出となり、また大木となるシンボル樹の植栽を 

推進します。 

・休日や夏休み等については、学校教育との調整を図りながら緑にふれられる場として地

域への校庭の開放を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

学校の緑化の推進 
屋上や壁面の緑化、校庭の緑化（芝

生化）、生垣や花壇の設置により、学

校の緑化を推進する。 
 

児童生徒の心身に及ぼ

す効果、教育的効果、環境

保全効果、断熱効果、地域

の景観向上、憩いの場が提

供される。 
また、ヒートアイランド

化の抑制に役立てるとと

もに、校庭の芝生に親し

み、学習していくことで、

子どもたちの健全育成が

図られる。 

（校庭緑化） 

大和田小学校 3,415 ㎡ 

南新浜小学校 1,380 ㎡ 

中国分小学校 827 ㎡ 

新浜幼稚園 30 ㎡ 

南行徳幼稚園 40 ㎡ 

大洲幼稚園 13 ㎡ 

稲荷木幼稚園 30 ㎡ 

 

（屋上緑化） 

稲荷木小学校 273 ㎡ 

富美浜小学校 273 ㎡ 

第七中学校 960 ㎡ 

南行徳小学校 128 ㎡ 

 

（壁面緑化） 

南新浜小学校 500 ㎡ 

富美浜小学校 400 ㎡ 

国分小学校、第四中

学校においてベラン

ダ庭園の整備を行う。

 

②環境学習等の推進 

・小中学校の敷地内にトンボ池等身近な小動物や昆虫等が生息できる空間をつくり、生態

観察を通して自然の大切さを学べる場の形成を推進します。 

・子どもたちが、学校の花壇づくりや地域の農家の方々の協力のもと野菜づくりをしたり、

収穫をしたりする農業体験、樹林地での自然体験活動等の環境学習を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

環境学習等の推進 
・学校版環境ＩＳＯを毎年５校指定

し、２６年度末で市内全校が指定さ

れる予定。その内容としては、環境

保護・省エネルギー活動が多いが、

校内の木々に名札をつけたり、木や

花を植える活動・野鳥の観察等に取

り組んでいる。 
・校内の花壇を利用して田植えを行っ

たり、作物を育てたりしている。 

 

子どもたちの環境への

意識が高まる。 

・学校版環境ＩＳＯ指定校

４０校  
・小学校では、各校とも自

然体験活動に取り組ん

でいる。 

・学校版環境ＩＳＯの

指定が終わり、各校

の実態に合わせた

自然観察・自然体験

活動に取り組む。 
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 基本方針４ 

  民有地の緑を増やします 

 

１）緑あふれるまちづくりの推進 

 

①住宅地の緑化の推進 

・戸建住宅の新築や改築時に対する緑化指導を進めます。 

・公共性がある駐車場の設置にあたっては生垣等による緑化を指導・支援します。 

・身近な生き物の生息環境を確保していくため、住宅地の庭やベランダに野鳥や昆虫の生

息環境の一部を担う樹木や小池、水鉢を配置する等のエコアップを推進します。 

・沿道の民有地では、潤いのある景観を形成していくとともに、地域の安全性を高めるた

めに、ブロック塀の生垣化の助成制度を拡充します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

戸建住宅の緑化指導 
戸建住宅については、緑化推進に努

めていく。 
なお、風致地区での新築・改築につ

いては、緑化するよう指導する。 
 

市民が身近に感じる緑

量が増えることにより、地

域の良好な生活環境の保

全に寄与する。 
また、身近な生き物等に

対する市民の関心が高ま

り、エコアップの推進につ

ながる。 

平成 22 年度風致地区緑化

義務件数 
 74 件 

適切な緑化指導を

行う。 

駐車場の緑化指導 
商業・事業所系駐車場については、

市川市環境保全条例により、駐車場も

含めた敷地面積 500 ㎡以上の工場・事

業場に対し緑化基準に応じた緑化を指

導しています。（緑化基準：工場につい

ては、用途地域により 10%～20%以上、

事業場については、用途地域に関係な

く一律 10%以上） 
 

市民が身近に感じる緑

量が増えることにより、地

域の良好な生活環境の保

全に寄与する。 
 

緑地面積 
771,785 ㎡ 
（540 事業所 

敷地面積 5,619,573㎡ 
緑化率 13.7%） 

適切な緑化指導を

行う。 

生垣助成事業 
敷地接道部に対する生垣整備への

PR 及び整備費用の一部を助成する【市

川市緑の基金】。 
事業を実施する財団法人市川市緑の

基金に対して補助金を交付する。 
 

・身近な緑量が増えて、緑

あふれる街並み景観が

向上する。 
・ブロック塀の減少による

防災効果が期待される。

件数：356 件 
整備延長：5,690m 
（平成元年度からの累計） 

目標件数：20 件／年
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②オープンガーデンの推進 

・花や緑で飾られた市街地の庭は、市街地における街並み緑化にふさわしい役割を担うこ

とから、オープンガーデンを推進し、人と人との交流や自然とのふれあいの場を創出し

ます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

ガーデニング・シティ いち

かわの推進 
・「ガーデニング・シティ いちかわ サ

ポーター」の活動支援を実施するこ

とで、まちに彩りを与えると共に、

健康都市いちかわの実現を目指す。 
・「まちなかガーデニングフェスタ」

の開催により、市民意識の高揚を図

り、個人宅の庭や事業所の敷地等の

活用を推進していく。 
 

「まちなかガーデニン

グフェスタ」の開催により

オープンガーデンの機会

を提供することで、ガーデ

ニングに取組む人口が拡

大するとともに、市民や事

業者といった幅広い協働

により、オープンガーデン

の増加を図り緑あふれる

街づくりの推進へつなげ

る。 

平成 23 年度からの事業

のため、平成 22 年度末現

在では未実施。 

・個人宅及び事業者の

庭や花壇のオープ

ンガーデン化を図

る。 
・市川ガーデニングク

ラブの活動を促進

し、公園花壇をイベ

ントとして活用す

る。 

 

③屋上や壁面への緑化の推進 

・建築物の屋上、ベランダ、壁面の緑化は、市街地のヒートアイランド現象の緩和にも寄

与することから支援します。 

・高層建築物には、周辺環境に配慮し、緑化施設整備計画認定制度による屋上等の緑化を

推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

屋上等緑化助成事業 
・商業地域等、地上部に緑化施設を設

けられない場所や、事業所等の屋上

等の緑化を広め、都市環境の改善に

寄与させる【財団法人市川市緑の基

金】。 
・事業を実施する財団法人市川市緑の

基金に対して補助金を交付する。 
 

建物の屋上、ベランダ、

壁面を緑化することによ

り、快適な環境を創出する

と共に、ヒートアイランド

現象の緩和、省エネルギー

効果、及び生物の生息環境

の創出が期待できる。 

件数 35 件 
（屋上 31 件 1,253.8 ㎡、

ベランダ 2 件 27.98 ㎡、壁

面 2 件 9 ㎡） 
 
緑化面積 1,290 ㎡（平成

13 年度からの累計） 

目標箇所数 5箇所／

年 

 

④総合設計制度や地区計画等による緑化の推進 

・市街地緑化の充実をめざして、総合設計制度や地区計画制度を活用して、幹線道路沿い

や駅前地区等に公開空地や沿道の緑の確保を進めます。 

・オープンスペースの創出に努めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

地区計画制度の活用 
関係権利者の合意により地区計画

を定めることにより、沿道における緑

地などのオープンスペースの確保や、

地区施設としての緑地・広場の確保が

可能となる。 
 

緑地などのオープンス

ペースが創出され、良好な

都市環境や、緑豊かなまち

なみ景観が形成される。 

15 地区において地区計

画を定めた。 

引き続き地区計画

指定地域の拡大に努

める。 

 

 

 

 

リーディング
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⑤緑地協定の推進 

・土地区画整理事業や市街地再開発事業では市民・事業者による緑地協定制度の適用を進

めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

緑地協定の推進 
都市緑地法に基づき、土地所有者が

お互いに自分たちの住む街を良好な

環境としていくために、関係者の合意

によって区域を設定し、緑地の保全ま

たは緑化に関する協定を締結し市が

認可する。 
 

市民等が協力して地域

の緑地の保全及び緑化を

進めることとなり、良好な

環境が確保される。 
また、法律に基づき市が

認可するため、長い期間に

わたりその緑を保つこと

ができる。 

緑地協定 

11 箇所（5.59ha） 

 

宅地開発事業 

11 箇所（5.59ha） 

共 同 住 宅 10 箇 所

（5.15ha）、 

戸建宅地分譲 1 箇所

（0.44ha） 

 

 

⑥商業・業務地の緑化の推進 

・市川駅、本八幡駅、行徳駅の周辺等、商業・業務地においても緑化の推進に努めます。

まとまった緑化スペースが確保できない中心市街地では、屋上や壁面への緑化、花鉢、

ハンギングバスケットの設置等、少ないスペースを有効に利用した緑化を指導・支援し

ます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

商業・業務地の緑化の推進 
・公共性の高い施設（道路、駅前等）

において、緑化モデル地区を選定

し、植栽等に必要な助成を行う【財

団法人市川市緑の基金】。 
・事業を実施する財団法人市川市緑の

基金に対して補助金を交付する。 
 

公共性の高い場所にお

ける緑化を地域主導で行

うことで、緑あふれる街並

み景観が形成される。 

【緑化モデル地区】 

申請件数 

平成 20 年度 

1 件  

平成 21 年度 

4 件 

平成 22 年度 

2 件 

 

 

 

ガーデニング・シティ いち

かわ 
主要な道路や駅前広場（妙典駅、行

徳駅、南行徳駅、市川駅、本八幡駅、

京成八幡駅）に花壇の整備や草花・花

木の植栽等を行う。 
 

花と緑豊かな魅力ある

空間を創設することによ

って、街全体が潤いと安ら

ぎあふれた快適で魅力あ

る美しい街づくりが推進

される。 

平成 22 年度は計画検討

を行った。 

主要な駅前広場等

に花壇を順次設置し

ていくとともに、適切

な維持管理を行い、緑

化を推進する。 
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⑦工場等の緑化の推進 

・「工場等の緑化に関する要綱」に基づく緑地面積の確保等、地域の緑を増やすための協

力を要請、指導します。 

・工場等の敷地内に植栽や池の造成等、野鳥や昆虫等の小動物が生息するビオトープづく

りを支援します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

工場等の緑化の推進 
・市川市環境保全条例により、敷地面

積 500 ㎡以上の工場･事業場に対し

緑化基準に応じた緑化を指導する。

（緑化基準：工場については、用途

地域により 10%～20％以上、事業場

については、用途地域に関係なく一

律 10％以上） 

※平成19年7月から条例により指導

しております。 

  

地域の良好な都市環境

の形成に寄与する。 

緑地面積：771,785 ㎡ 

（540 事業所 

敷地面積：5,619,537 ㎡

緑化率：13,7%）  
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 基本方針５ 

  水と緑のネットワークを形成します 

 

１）機能別のネットワークを形成する 

 

①ビオトープネットワークの形成 

・生き物の生息・移動空間としての公園や樹林地等の拠点間を結ぶ河川や道路を緑化し、

多様な生き物の移動が可能な生物多様性ネットワークの形成を進めます。 

・樹林地等が分断される場所には多様な生き物が移動可能なエコロード等の手法を導入し、

生息環境の分断を防止します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

生物多様性ネットワークの

形成 
河川や道路の緑化等に配慮した公

共施設緑化推進方針を策定し、みどり

の基本計画にある環境保全系統緑地

に配慮した生物多様性ネットワーク

の形成を目指す。  

生物多様性ネットワー

クが形成されることによ

り、生態系にも配慮した街

づくりが推進される。 

公共施設緑化推進方針

を策定中  

公共施設緑化推進

方針を策定 

 

 

②防災ネットワークの形成 

・避難地としての役割を担う公園、緑地や江戸川河川敷を街路樹のある道路や緑道で結び、

防災ネットワークの形成を進めます。 

・避難路として役割を担う都市計画道路等では、災害時に有効な防火性の高い樹木の植栽

帯を設置することで、延焼遮断帯として機能を有する緑化を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

生垣助成制度 
敷地接道部に対する生垣整備への

PR 及び整備費用の一部を助成する。

【財団法人市川市緑の基金】 
事業を実施する財団法人市川市緑の

基金に対して補助金を交付する。 
 

 ブロック塀の減少によ

り、防災効果が期待され

る。 

件数 356 件 

整備延長 5,690m 

（平成元年度からの累計） 

目標件数：20 件／年

 

③レクリエーションネットワークの形成 

・公園、緑地を結ぶ河川、道路沿いには、休憩施設を配置して、周辺の景観や史跡等、地

域の特色を楽しむことができるレクリエーションネットワークを形成します。 

・江戸川の河川敷は、重要な郷土景観及び市民が水辺の自然とふれあうレクリエーション

活動ができる場として、水辺の自然を活かした整備を進めます。 

・旧江戸川は、沿川地域のレクリエーションの軸として、緩傾斜護岸と一体となった緑道

の整備を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

江戸川活用総合計画の推進 
江戸川活用総合計画に基づき、江戸

川をより利用しやすくするため、休憩

施設や坂路等の施設整備を推進する。 
  

市民が江戸川をより利

用しやすくなることによ

って、身近なレクリエーシ

ョンの場として利活用で

きる。 

 根本、大洲での坂路整

備、江戸川サイン整備等が

終了している。 

大和田地区、国府台

地区の坂路の整備を

国に要望していく。 
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④風の道づくりの推進 

・ヒートアイランド現象や大気汚染の緩和を図るため、江戸川や東京湾等の冷涼な川風や

海風を市街地に運ぶ風の道づくりを進めます。 

・江戸川、真間川水系各河川と大町、柏井周辺の緑地との連携を図るとともに、調節池の

周辺及び幹線道路の緑化を推進し、風の通り道を形成します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

公共施設緑化推進方針の策

定 
公共施設緑化推進方針を策定し、河

川や道路の緑化を推進する。 
  

河川や道路の緑化に伴

い、風の通り道を形成する

ことにより、ヒートアイラ

ンド現象等を緩和すると

ともに、都市環境の保全に

寄与する。 

 公共施設緑化推進方針

（素案）の策定中。 

公共施設緑化推進

方針に沿い、河川や道

路の緑化を推進する。

 

⑤桜ネットワーク整備構想の推進 

・桜並木および桜公園等のネットワーク化を推進します。特に、江戸川沿いに点在する既

存の桜を連続させるため、堤防天端部を拡げて植栽し、里親制度で管理していく江戸川

桜並木整備事業を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

桜ネットワーク整備構想の

推進 
 江戸川に桜を植栽し、江戸川と市内

の小河川や公園を「さくら」で結ぶ。

なお、実施にあたっては、桜オーナー

制度を活用する。 

 

良好な水辺空間の創出

と、思い出に残る郷土景観

が形成される。 

広尾防災公園内への 50

本の桜の植樹など、平成 16

～21 年度の期間に、さくら

オーナー制度で 5 箇所 167

本を植樹した。  

植樹候補地につい

て国・県と調整を図

り、市民の参加による

植樹を行っていく。 
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⑥大規模な公園緑地等のネットワークの形成 

・大規模な公園緑地等のネットワーク化をめざし、北西部では「水と緑の回廊」、南部で

は「緑の遊歩道」「緑のふれあいネットワーク」の形成を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

北東部水と緑の回廊計画事

業 
北東部地域の緑豊かな資源を守る

ためにネットワーク化を目指し、北東

部水と緑の回廊を整備する。 
 

散策を通じて市民をは

じめ多くの方々の心身の

健康の増進が図られる。 

北西部水と緑の回廊の

ルートの整備が終了。北東

部水と緑の回廊の整備を

検討中。 

平成 27 年度に北東

部水と緑の回廊の整

備を終了し、市民利用

に供する。 

小塚山公園整備拡充事業 
北西部における水と緑のネットワ

ークの中心となる「緑の拠点」づくり

の一環として、小塚山公園を堀之内貝

塚公園と連携強化を図るとともに、都

市における自然の減少、市民の緑に対

する関心の高まりに対応し、環境活動

やレクリエーション、市川の原風景を

有する特色のある地区公園として拡

充整備する。 
 

多様な生物の生育・生息

地が確保されるとともに、

地域レベルでの市民の環

境活動や学習などの拠点

となる。 

緑のネットワークの連

続性を確保するため、隣接

する既存の小塚山公園と

の連絡路等の整備方法に

ついて、外環道路事業と調

整中。 

周辺の公園緑地等

との連続性を考慮し

ながら、基本設計・実

施設計の後、施設整備

を進める。 

国府台緑地整備事業 
北西部における水と緑のネットワ

ークの中心となる「緑の拠点」づくり

の一環として、自然的景観に優れた国

府台緑地を保全・活用することによ

り、江戸川から堀之内貝塚公園にいた

る緑の資源の連続性を確保すると共

に、周辺の公園・緑地とのネットワー

ク化を図る。 
 

北西部における水と緑

のネットワーク化により、

人と緑のかかわりを大切

にし、潤いと安らぎあふれ

る緑豊かな街づくりにつ

ながる。 

「水と緑の回廊」の散策

園路等を整備した。 

自然環境や利用者

ニーズ等の地域特性

を踏まえながら、基本

設計・実施設計の後、

施設整備を進める。 
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 基本方針６ 

  緑のパートナーシップを推進します 

 

１）緑と花に対する関心を高める 

 

①啓発活動の推進 

・緑と花のリーフレット、パンフレット、各種ポスター等、出版物を発行して啓発活動を

推進します。 

・屋上・壁面緑化等新しい緑化手法の紹介や緑地の維持管理に関する情報、緑地の管理ボ

ランティアの募集等、「広報いちかわ」やホームページを通じて広く啓発します。 

・自治会活動への参加や様々な企業イベントとタイアップして、緑に関するピーアール活

動を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

ガーデニング・シティいちか

わの推進 
・「ガーデニング・シティいちかわサ

ポーター」の活動支援を実施するこ

とで、まちに彩りを与えると共に、

健康都市いちかわの実現を目指す 
・専用 Web の活用による情報共有に

より活動の拡大を図る。 
 

花や緑に対する興味・関

心を持つ市民が増加する。

 

平成 23 年度からの事業

のため、平成 22 年度末現

在では未実施。 

継続的にサポータ

ーを募集する。 

 

②緑と花のイベントの開催 

・緑化フェアや花めぐりツアー等、緑と花のイベントを充実します。 

・市民、事業者と幅広いパートナーシップを推進するために緑と花に関するコンクール、

展覧会等を開催します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

バラフェスタの開催 
市川市の花「バラ」を広く PR する

ために、財団法人市川市緑の基金によ

り「バラフェスタ」を開催する。 
 

バラフェスタを開催す

ることによって市民の花

への関心が高まる。 

平成 22 年度は「バラフ

ェスタ」を年２回開催し

た。 

引き続き「バラフェ

スタ」を開催する。 

ガーデニング・シティいちか

わの推進 
・「ガーデニングコンテスト」の実施、

「まちなかガーデニングフェスタ」

の開催により、市民意識の高揚を図

る。 
 

 

ガーデニング人口の拡

大と幅広い協働の推進を

図ることで、緑あふれる街

づくりにつながる。 

平成 23 年度からの事業

のため、平成 22 年度末現

在では未実施。 

ガーデニングコン

テストの参加者の増

加により、街のいたる

ところに花や緑が広

がる街並みとする。 
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③緑と花の講習会の充実 

・市の木「クロマツ」、市の花「バラ」等の庭木や園芸種の講習会を開催するとともに緑

と花に関する相談室を充実します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

花と緑の講習会の開催 
財団法人市川市緑の基金による花に

関する講座及び緑に関する講座を実施

する。 
 

中高年の生きがいづく

り、家庭園芸による身近な

緑化の推進や、緑地保全の

推進が図られ、緑や花に関

する意識が高まる。 

バラ年間育成講座や緑

の講座を実施。 

緑の市民大学に代

わり、緑の講座を充実

していく。 
時代のニーズや参

加者の反応等を見な

がら講座の内容を変

更する。 

 

 

 

２）緑と花の組織（人）をつくる 

 

①緑の調査専門委員の活用 

・市民や学識経験者の中から、緑の調査専門委員を委嘱し、緑の保全に関する市への意見、

提言を始め公園のあり方等について意見や提言を求めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

緑の調査専門委員の活用 
 緑の保全や公園のあり方等に関して

専門的見地からの意見、提言を求める。 
 
 

広い視野の評価を行う

ことにより、効果的な施策

の展開につながる。 

市川市みどりの基本計

画の第１次アクションプ

ランについての意見、提言

を受けた。 
緑地の寄付の申し出で

事案に対し、専門的な見地

から意見を受けた。 

 

 

②緑と花に関する市民団体のネットワーク化の推進 

・緑と花にかかわる様々な市民団体のネットワーク化を推進し、グループ間の情報交換や

交流の機会等を設けます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

市民団体のネットワーク化 
内容検討中 

 

 未実施 次期対応 

 

 

③緑地の管理ボランティアの育成 

・講習会やイベント等の周知活動を充実し緑地の保全や緑化活動に自主的に参加する緑地

の管理ボランティアを育成します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

花と緑の市民活動に対する支

援 
 緑と花の市民大学修了生が立ち上げ

たボランティア団体の活動支援を行

う。【財団法人市川市緑の基金】 

 

市民の自発的な緑化活

動が促進される。 

バラボランティアへの

指導、助言、支援及び里山

ボランティアの設立支援、

指導、助言。 

バラボランティア

と里山ボランティア

に対して、指導、助言、

助成等の支援に努め

る。 
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④（仮称）緑の市民大学の設置 

・市民一人ひとりが緑や花に関心を持ち、緑地の保全や緑化活動に自主的に参加できるよ

う知識や技術を提供する「（仮称）緑の市民大学」を設立し、生涯学習の一環として展

開します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

緑と花の市民大学の設置 
 緑の講座（緑の基礎講座・緑の実践

講座）及び花の講座（バラ年間育成講

座・みんなで楽しい園芸講座・生垣づ

くり講座等）を開催する。 
 

緑や花に対する興味・関

心の向上及び緑化活動へ

の自主的な参加につなが

る。 
 家庭園芸による身近な

緑化の促進が図られる。 
 

平成18年度～平成22年度 

各講座修了者数 
・緑の講座：延べ 237 名 
・花の講座：延べ 411 名 
 

緑と花の市民大学

は平成 23 年度に事業

終了。 
 平成 24 年度からは

緑の基金を主体に、同

様の講座を開催して

いく。 

 

３）緑と花の活動への支援 

 

①市民参加の公園・緑地づくり 

・新たな公園の整備及び今ある公園の改修については、市民が主体となって計画策定に参

加する等、利用者の意見を踏まえた公園づくりや公園利用のルールづくりを進めます。 

・街区公園等の身近な公園・広場、道路の緑については、市民の創意工夫に基づく維持・

管理（里親制度の導入等）を推進します。 

・市民参加の公園計画や管理については、市が支援していきます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

国分川調節池上部活用事業 
 ワークショップである国分川調節

池を育む会において検討を行い、施設

整備を進めていく。 
 

利用者ニーズ等の地域

特性を踏まえた特色のあ

る公園となり、公園利用の

促進につながる。 

平成 19 年度から国分川

調節池を育む会によって

検討を重ね、平成 21 年度

末に基本設計が完了した。 

市の全体整備予定

区域面積約 9.8ha の

うち、約 4.8ha の整備

並びに管理棟建設が

完了予定。工事を完了

した部分から、市民に

開放。 

緑のリニューアル計画の策

定 
 社会環境の変化に合わせて、既存の

公園のリニューアル計画を策定する。 

 

市民ニーズに合致した

親しみの持てる公園づく

りが図られる。 

行徳地区は緑のリニュ

ーアル計画を策定済み。 

行徳地区を除く「緑

のリニューアル計画」

を策定し、整備を進め

ていく。 

国府台緑地整備事業 
 市民参加のワークショップからの

提言を参考に、親しみの持てる公園緑

地づくりを行う。 
 

市民ニーズに合致した

親しみの持てる公園とな

り、公園利用の促進につな

がる。 

ワークショップにて寄

せられた有識者や市民か

らの提言を参考として整

備方針を策定した。 

ワークショップか

らの提言を参考とし

て策定した整備方針

のもとに整備を進め

ていく。 
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②緑のリサイクル活動の推進 

・緑のリサイクル活動として「樹木銀行」を設け、樹木の提供や引き取りを行い、市内に

ある緑を有効に活用します。 

・循環型社会を形成していくため、公園等の維持管理で発生した枝葉のリサイクル化（堆

肥化等）をさらに進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

樹木銀行の運営 
 緑化推進事業の一環として不用と

なった樹木を市で引き取り、または市

民に樹木を提供するサイクルを続け

る。         

市内にある緑が有効に

活用され、緑化の促進が図

られる。 

・北国分苗圃 

  約 2,500 本管理 

 

・樹木交付 

  81 件 252 本 

 

 

③市川市緑の基金の協力・支援 

・市民・事業者・市の協力体制を確立し、本計画の施策を推進するために、市民活動を支

援する窓口となる緑の基金の支援、拡充を図り、まちの緑づくりのための活動を推進し

ます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

花と緑の活動への支援 
 緑化や緑地保全等の知識の普及や

花と緑に関する市民活動への支援を

推進することにより、市民との協働に

よる花や緑に溢れた魅力的な地域の

景観の創造と維持を目指す財団法人

市川市緑の基金に対して支援を行う。 
 

緑の基金の拡充と活性

化が図られ、花と緑のまち

づくりのための活動が促

進され、潤いと安らぎあふ

れた快適で美しい街づく

りにつながります。 

平成 22 年度補助実績 

補助金額合計 12,950 千円 

（助成事業） 

緑化の普及啓発事業 

緑化推進事業 

緑化助成事業 

江戸川桜並木整備事業 

支援を継続する。

 

④緑のトラスト運動の支援 

・緑のトラスト運動の支援を推進するため、基金の創設、冊子、マスコットキャラクター

等の販売、年会費の会員制を導入することによる寄付金の募集等を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

緑のトラスト運動の支援 
 内容検討中 

 

検討中 未実施 次期対応 
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⑤公園ボランティアへの支援 

・公園、緑地の清掃や花壇の花植え、管理等のボランティア活動を支援します。 

・公園内の一部に収益の上がる有料施設を設置し、市民団体やNPOの協力を得ながら管理運

営を行い、その収益を緑の維持管理に利用する等、新たな維持管理手法や体制づくりを

進めます。 

・事業者に公園、緑地の管理の一部をサポートしていただき、支援内容に応じて「企業ピ

ーアール」ができる方策を推進します。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

いちかわガーデニングクラ

ブ 
登録された団体が公園の花壇の草

花の植栽、維持管理を行う。 

【財団法人市川市緑の基金】 

 

身近な公園に対する愛

着心が醸成され、地域コミ

ュニティ活動の推進と地

域の美観が向上される。 

・公園等の箇所 

55 箇所 

現状を維持する。 

市民参加による公園等の管

理作業 
 市民団体と協定を締結し、同団体が

公園等の管理作業（清掃、草刈）を行

う。 

          

 身近な公園に対する愛

着心が醸成され、地域コミ

ュニティ活動の推進と地

域の美観が向上される。 

・協定締結団体数 

  120 団体 

 

・公園等の箇所 

  168 箇所 

 

 

現状を維持する。 

 

⑥「樹木 1本、生垣１ｍ運動」の支援 

・市民一人ひとりが樹木や草花を植えて育てていくため、一人あたり「樹木1 本、生垣1ｍ

運動」を進めます。 

事業の名称・概要 事業の効果 平成 22 年度末現在の状況 平成27年度目標

「樹木 1本、生垣１ｍ運動」 

の支援 
 内容検討中 

 

検討中 未実施 次期対応 
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